
 

「もりやま障害福祉プラン 2024」における取組の成果および課題等 

 当事者（18 歳以上・18歳未満）アンケート調査、障害福祉サービス事業者、支援機

関、当事者団体アンケート調査、障害福祉サービス事業者ヒアリング 

 障害者施策推進協議会におけるご意見、協議結果 

 現行プラン（もりやま障害福祉プラン 2024）庁内検証  

以上を踏まえて成果・課題をまとめました。 

基本目標 成果・課題 

地域で支え合え

る生活に向けた

施策の展開 

【成果】 

・地域住民と障害のある人のふれあいの場の創出により、障害の理解、啓発を

促進（みんなのルシオールカーニバル等） 

・手話通訳者養成に向けた講座の開催（入門・基礎・スキルアップ） 

【課題】 

・学校や街中での視線を感じている当事者が多く、障害理解促進の取組がより

一層必要（参考データ①） 

・聴覚障害者や視覚障害者の情報保障、および意思伝達の手段を確保する為の

支援を継続させなければならない  

相談支援体制の

強化 

【成果】 

・障害者虐待防止体制等の構築（緊急一時対応体制等） 

・相談や困りごと等を地域生活支援につなげる仕組みづくりを推進（ゴミ出し

支援等） 

・基幹相談支援センターによる地域の相談支援体制の構築 

【課題】 

・成年後見制度など制度利用が必要な当事者に対して制度を有効活用できて

いない 

・希望する人に相談支援専門員によるケアプランが提供できるよう相談支援

体制の充実を図る必要がある（参考データ②） 

・障害のある人、家族に対して関係機関ときめ細やかな連携支援体制のより 

一層の充実が求められている（身近な相談窓口の相談支援体制の拡充含む） 

就労支援等の自

立に向けた施策

の展開 

【成果】 

・障害者働き・暮らし応援センターりらく等との連携による相談から定着まで

の一貫した支援 

・企業訪問や就職フェア等で障害者雇用事例や支援制度紹介による理解促進 

【課題】 

・本人の希望や障害特性ごとの困りごとに応じた就労支援が求められている 

・障害のある人の雇用に対する事業所の理解促進と就労環境の拡充不足（参考

データ③） 

資料３ 



 

基本目標 成果・課題 

障害児に対する

支援策の展開 

【成果】 

・人工呼吸器を装着しているなど、日常生活に医療的なサポートが必要な医療

的ケア児等の医療・保育・教育・福祉等の連携体制の促進 

（R6.10～.医療的ケア児等コーディネーター事業委託） 

【課題】 

・個々の特性・ニーズに応じた支援体制の拡充が必要（参考データ④） 

・ライフステージを通じた伴走的相談支援体制の拡充が必要 

・障害福祉サービス利用に必要なケアプランを策定する相談支援専門員の不

足による『のぞまないセルフプラン』解消に向けた相談支援体制拡充が必要 

個々の特性に応

じた支援の場の

提供 

【成果】 

・重い障害のある人のグループホームの開所（R7.1 か所） 

・重い障害のある人の生活介護、グループホーム県単独補助金の新設（R8 ま

での時限措置） 

【課題】 

・重い障害（医療的ケアや強度行動障害等）に対応した特性に応じた日中活動

の場・過ごしの場の不足 

・重い障害のある人の日中一時支援体制の拡充が必要 

生活環境・災害・

緊急時の支援体

制の構築 

【成果】 

・個別避難計画の策定に関して特に計画が必要なハイリスク層（重度障害者

等）の方の策定を進めることができた。 

【課題】 

・より一層、個別避難計画の策定を推進する必要がある 

・災害時等の避難に対する具体的な不安に対応した支援策の不足（参考データ

⑤） 

・情報提供体制や避難所整備における障害特性に配慮した支援の不足 

人材確保・育成

の推進 

 

 

【成果】 

・入所施設等就職支援補助金、相談支援専門員就職支援事業補助金 

・基幹相談支援センターによる計画相談支援事業者への指導助言 

等のバックアップ（相談支援部会の実施等） 

【課題】 

・障害福祉人材確保に向けた支援策の不足（福祉職場のイメージアップ、補助

金制度の見直し等） 

・障害福祉サービスの質をより一層、向上させる取組が必要 

 


